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8
月
6
日
、
中
洞
地
区
の
桔
梗
塚
で
、

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
を
P
R
す
る
た
め

の
お
面
の
完
成
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
面
は
、
市
内
を
訪
れ
た
人
が
た
だ
観

光
す
る
だ
け
で
な
く
、
印
象
に
残
る
よ
う

に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
お
面
を

使
っ
て
市
内
で
写
真
を
撮
影
し
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る
こ
と
で
、
抽
選
で

市
の
特
産
品
が
当
た
る
山
県
市
観
光
協
会

と
の
共
同
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
で
、
広
く
山
県
市
が
明
智
光

秀
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
狙
い
も
あ
り
ま
す
。

　

市
長
は「
お
面
の
企
画
を
と
お
し
て
、

歴
史
愛
好
家
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
世
代

に
山
県
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
8
月
8
日
、
名
古
屋
市
に
あ
る
ラ
ジ
オ

局
Z
I
P-

F
M
で
山
県
市
を
P
R
す
る

イ
ベ
ン
ト
「
岐
阜
山
県
エ
リ
ア
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

を
行
い
ま
し
た
。

　
Z
I
P-

F
M
は
、
中
京
圏
で
一
番
聴

か
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
で
、
自
動
車
で
移
動

す
る
こ
と
が
多
い
こ
の
地
方
の
人
に
対
し

て
、
山
県
市
を
P
R
す
る
の
に
有
効
な
媒

体
と
考
え
て
い
ま
す
。
Z
I
P-

F
M
が

行
う
エ
リ
ア
D
A
Y
は
、丸
一
日
、特
定
の

地
域
を
P
R
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
の
は
、
山
県
市
だ
け
で
す
。

　
こ
の
日
も
、
朝
5
時
か
ら
深
夜
25
時
ま

で
各
番
組
の
中
で
、
山
県
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
グ
ル
メ
情
報
な
ど
を
お
届
け
し

た
り
、栄
か
ら
の
公
開
生
放
送
に
あ
わ
せ

て
、市
を
P
R
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配

布
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
隣
接
す
る
オ
ア
シ
ス
21

「
G
I
F
T
S 

P
R
E
M
I
U
M
」で
、

山
県
市
の
観
光
・
移
住
定
住
促
進
P
R
を

行
い
ま
し
た
。
名
古
屋
市
近
郊
で
は
ま
だ

ま
だ
認
知
度
が
低
い
山
県
市
で
す
が
、

Z
I
P-

F
M
を
聴
い
た
人
が
立
ち
寄
っ

た
り
、
自
然
を
満
喫
で
き
る
場
所
を
探
す

人
や
歴
史
好
き
で
明
智
光
秀
関
係
に
興
味

を
も
つ
人
が
足
を
止
め
た
り
、
夏
休
み
の

お
出
掛
け
先
の
候
補
と
し
て
P
R
で
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る

人
に
は
個
別
相
談
を
行
い
、
後
日
実
施
さ

れ
る
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
7
月
27
日
、梅
原
小
学
校
体
育
館
で「
第

6
回
山
県
市
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体

操
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

市
民
約
1
6
0
人
が
集
ま
り
、
全
国
ラ
ジ

オ
体
操
東
海
地
方
連
盟
お
よ
び
岐
阜
県
ラ

ジ
オ
体
操
連
盟
理
事
の
鷲
見
明
俊
さ
ん
指

導
の
も
と
、
ラ
ジ
オ
体
操
第
1
、
第
2
、

み
ん
な
の
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
体
操
が
始
ま
る
前
に
は
、
山
県

市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
る
楽
し

い
体
力
測
定
も
行
わ
れ
、
み
ん
な
で
楽
し

く
体
を
動
か
し
、
爽
や
か
な
朝
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
山
県
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

Z
I
P-

F
M
岐
阜
山
県
エ
リ
ア
D
A
Y
と

オ
ア
シ
ス
21
で
の
観
光・移
住
P‌

R
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

山
県
市
P‌

R
お
面
完
成
！

み
ん
な
で
楽
し
く
、1
、2
、3
！

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

Ｉ 

ａｍ 

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
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みやまの森で
木とふれ合う2日間

雨にも負けずたくさん採
れたよ！夏野菜収穫体験

　
8
月
5
日
と
6
日
の
2
日
間
、
み
や
ま
の
森
で「
み
や
ま

の
森
で
木
と
ふ
れ
合
う
2
日
間
」と
題
し
、
木
工
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
岐
阜
県
の
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境

税
を
活
用
し
行
っ
た
も
の
で
、
当
日
は
市
民
30
人
が
参
加

し
色
鉛
筆
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
4
種
類
の
木
を
使
っ
て
色
鉛
筆
を
作
成
し
、

木
の
色
、
堅
さ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
特
性
を
学
び
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
は「
思
っ
た
よ
り
木
が
堅
く
て
、
穴
を

開
け
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
8
月
23
日
、消
費
者
と
の
交
流
事
業
の
一
環
で
、コ
ー

プ
ぎ
ふ
と
農
事
組
合
法
人
桜
尾
生
産
組
合
、
J
A
ぎ

ふ
が
夏
野
菜
収
穫
体
験
を
行
い
、
親
子
連
れ
約
50
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ナ
ス
や
オ
ク
ラ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
収

穫
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
子
ど
も

た
ち
は
普
段
で
き
な
い
体
験
に
目
を
輝
か
せ
、
収
穫
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は「
野
菜
が
た
く
さ
ん
採
れ
て

楽
し
か
っ
た
」と
満
足
げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
8
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
山
県
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
総
会
お
よ
び
少
年
の
主
張
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
少
年
の
主
張
大
会
で
は
、
市
内
の
小
中
学
校
の
代
表

12
人
に
よ
る
熱
の
こ
も
っ
た
主
張
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
選

考
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】
池
原
咲
彩（
美
山
中
③
）、
中
尾
円
香（
伊
自
良

中
③
）

【
奨
励
賞
】
田
中
あ
お
い（
い
わ
桜
小
⑤
）、
根
子
姫
花（
大

桑
小
⑥
）、
安
藤
麻
由（
伊
自
良
南
小
⑥
）、
谷
澤
苺（
高
富

中
①
）、
野
々
村
優
菜（
美
山
中
①
）、
髙
橋
智
杷（
伊
自
良

中
①
）、
大
野
こ
と
は（
高
富
中
②
）、
田
中
清
羽（
美
山
中

②
）、
山
﨑
夏（
伊
自
良
中
②
）、
村
瀬
響（
高
富
中
③
）

　
8
月
9
日
、
岐
北
厚
生
病
院
が
外
国
人
技
能
実
習
制

度
を
活
用
し
、実
習
生
3
人
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、

報
告
の
た
め
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
実
習
生
は
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
と
日
本
語
の

習
得
を
目
指
し
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
日
し
、今
後
3
年
間
、

岐
北
厚
生
病
院
の
療
養
病
棟
で
実
習
を
行
い
な
が
ら
学

び
ま
す
。

　
市
長
は「
病
院
で
の
実
習
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

ほ
し
い
。
実
習
は
大
変
だ
が
若
さ
で
乗
り
切
っ
て
ほ
し

い
」と
語
り
ま
し
た
。

　

7
月
31
日
、
伊
自
良
中
央
公
民
館
で
、
市
と
伊
自
良
地

区
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
協
議
会
が
共
催
で
、
避
難
所

運
営
指
導
者
養
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
は
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
防
災
・
減
災
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
西
田
重
成
氏
を
講
師
に
招
き
、
防
災
士

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
に
よ
る
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
で
、
避
難
所
運
営
の
図
上
演
習
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
避
難
所
運
営
に
つ
い
て
市
民
自
ら
が
避
難

所
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
実
感
す
る

と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　
8
月
11
日
、
長
良
川
競
技
場
で
山
県
市
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
デ
ー
と
し
て
、F
C
岐
阜
の
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
前
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
市
長
と
山
県
市
観
光

協
会
会
長
が
両
チ
ー
ム
に
山
県
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
と
ボ
ー

ノ
ポ
ー
ク
カ
レ
ー
の
詰
め
合
わ
せ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、
高
富
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

が
山
県
市
を
P
R
す
る
横
断
幕
を
持
っ
て
会
場
を
一

周
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
観
光
ブ
ー
ス
で
は
山
県
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス
を
販

売
し
た
り
、
観
光
情
報
の
発
信
を
行
っ
た
り
、
山
県
市

を
P
R
し
ま
し
た
。

将来を担う私たちの主張
山県市少年の主張大会

岐北厚生病院が外国人
実習生の受け入れを報告

避難所運営指導者養成講座
（HUG講習会）を開催

山県の魅力をPR！
FC岐阜ホームタウンデー
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明治安田生命保険相互会社と
健康増進に関する連携書を締結

　
8
月
27
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と「
健
康
増

進
に
関
す
る
連
携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
同
社
が
持
つ
健
康
増
進
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

と
、
当
市
の
健
康
・
保
健
事
業
の
連
携
に
よ
り
、
協
働
に

よ
る
活
動
を
推
進
し
、
市
民
の
健
康
増
進
や
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、市
民
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
、健
康
増
進

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、各
種
健
診
の
受

診
率
向
上
に
向
け
た
周
知
活
動
や
自
治
体
事
業
へ
の
参
画・

連
携
な
ど
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
8
月
23
日
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
花
咲
き
ホ
ー
ル
と
花
咲
き

ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
催
し
た
も
の
で
、
出
演
者

に
河
村
飛
鳥
さ
ん
、
深
見
優
那
さ
ん
、
春
日
英
里
子
さ

ん
を
迎
え
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
当
日
は
、
市
民
約
30
人
が
ピ
ア
ノ
を
鑑

賞
し
、
お
昼
の
優
雅
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

8
月
23
日
、
美
山
中
央
公
民
館
で
松
本
サ
リ
ン
事
件
の

第
一
通
報
者
で
あ
る
河
野
義
行
氏
を
講
師
に
招
き
、「
報
道

と
人
権
」と
題
し
た
人
権
教
育
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

河
野
氏
は
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
っ
た
際
に
、
警

察
か
ら
容
疑
者
扱
い
を
さ
れ
、
ス
ク
ー
プ
を
狙
う
マ
ス
コ

ミ
が
事
実
と
は
違
う
報
道
を
行
っ
た
こ
と
で
、
心
身
と
も

に
疲
労
を
強
い
ら
れ
る
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
河
野
氏
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
人
権
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ピアノで優雅なひとときを
市役所ロビーコンサート開催

「人権」とは何か　
人権教育講演会を開催

葛原太鼓踊り（大倉神社祭例）

市
無
形
民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
は
、
市
内

の
小
中
学
校
、
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
地

区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

市
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

■
指
定
日　
昭
和
52
年
5
月
11
日

■
実
施
主
体　

�

葛
原
太
鼓
踊
り
保
存
会

■�

実
施
場
所　
篠し

の
座く

ら

神
社
、大
倉
神
社

　
　
　
　
　
　

�

各
集
落
の
愛あ

た

宕ご

祭
、
精
霊

送
り
な
ど

市
内
に
は
、
先
人
が
築
き
、
大
切
に
守
っ
て
き
た
伝
統

的
な
祭
り
や
民
俗
芸
能
な
ど
の
無
形
民
俗
文
化
財
が
多

数
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
宝
で
あ
る

民
俗
芸
能
や
行
事
に
つ
い
て
、「
岐
阜
県
山
県
市
無
形

民
俗
文
化
財
調
査
報
告
書
」か
ら
紹
介
し
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課　
℡
22-

6
8
4
5

山
県
市
の

祭
り
と

民
俗
芸
能

　　 連　載 　　

葛
原
太
鼓
踊
り

（
美
山
地
域
　
葛
原
）

12

概
要

　
葛
原
太
鼓
踊
り
は
、
葛
原
全
域
の
鎮
守

で
あ
る
篠
座
神
社・大
倉
神
社
の
祭
礼
や
、

各
集
落
の
愛
宕
祭
、
川
送
り
、
精
霊
送
り

な
ど
で
叩
か
れ
、
曲
目
は
踊
り
拍
子
、
十

六
拍
子
、
送
り
拍
子
、
渡
り
拍
子
の
4
曲

を
伝
え
て
い
ま
す
。
踊
り
拍
子
は
雨
乞
い

拍
子
と
も
呼
ば
れ
、
こ
の
曲
の
み
歌
を
伴

い
、
踊
り
の
所
作
の
時
に
太
鼓
歌
が
歌
わ

れ
ま
す
。
十
六
拍
子
は
テ
ン
ポ
の
早
い
激

し
い
曲
で
、
前
進
し
つ
つ
叩
き
、
曲
の
切

れ
目
で
バ
チ
を
頭
上
に
掲
げ「
え
や
さ
っ

さ
」と
い
う
掛
け
声
と
と
も
に
、
交
差
さ

せ
て
打
ち
ま
す
。
い
づ
れ
も
整
っ
た
輪
を

描
い
て
左
回
り
で
進
み
つ
つ
踊
り
ま
す
。

送
り
拍
子
は
行
進
す
る
時
の
曲
と
さ
れ
、

に
ぎ
や
か
な
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の
曲
で
、
精

霊
送
り
な
ど
で
叩
か
れ
て
い
ま
す
。

由
来

　

葛
原
の
惣
氏
神
で
あ
る
篠
座
神
社
は
、

大
永
2（
1
5
2
2
）年
に
越
前
か
ら
分
霊

を
勧か
ん

請じ
ょ
う

し
た
の
が
始
ま
り
で
、
葛
原
の
太

鼓
踊
り
も
こ
の
時
に
あ
わ
せ
て
伝
え
ら
れ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2日（水） 第36回岐阜県レディースバドミント
ン大会（団体）

6日（日） スポレク98ぎふ開催記念
ソフトバレーボール大会

13日（日） 岐阜県ママさんバレーボール
秋季大会

14日（月・祝）岐阜地区ママさんバレーボール連盟
岐阜地区大会

20日（日） 第5回山県市民バレーボール大会

26日（土） 清流の国ジュニアアスリート育成
プロジェクト選考会

27日（日） 第53回連盟杯たかとみバレー大会

夜間休館日　10月20日（日）

総合体育館
10月スポーツイベント

問総合体育館　℡22-6622

スマートフォンやタブレット端末に対応した無料ア
プリ「マチイロ」で、広報やまがたを気軽に読むこと
ができます。

 問企画財政課　℡22-6825

▶ダウンロードはこちらから

App Store および 
Google play 両方
からダウンロード
できます。

プッシュ通知で行政情報をお届け！

岐阜連携都市圏を知ろう！⑧
住み続けたくなるまち「岐阜連携都市圏」を目指して
　岐阜市、山県市、瑞穂市、本巣市、岐南町、笠松町および北方町では、国が進
めている連携中枢都市圏制度を活用し、「岐阜連携都市圏」を形成しています。
　この連携中枢都市圏制度とは、人口減少と少子高齢化が進行する中で、相当の
規模と中核性を備える地域の中心都市が、近隣市町と連携して事業に取り組むこ
とで人口減少を食い止め、活力ある社会経済を維持するための圏域を形成するこ
とを目的とした取り組みです。
　今月は、「瑞穂市」を紹介します。� 　

瑞穂市の名所
　瑞穂市は富有柿発祥の地です。市内には現在も
富有柿の母木があり、その隣には「富有柿発祥の地」
の石碑が建立されています。
　また、呂

ろ
久
く

にある小
お

簾
ず

紅
こう

園
えん

には、皇女和宮が降
嫁のため呂

ろ
久
く

川
がわ

をお渡りになった際に詠んだ和歌
の歌碑があります。

　現在も、毎年
春と秋の2回、
和宮の遺徳をし
のび例祭が行わ
れています。

瑞穂市のおすすめイベント
みずほふれあいフェスタ2019
日時　11月3日（日）　9時30分〜
場所　瑞穂市役所巣南庁舎（瑞穂市宮田300-2）
みどころ　富有柿発祥の地ならではの「富有柿の
皮むきロングロング大会」、市出身ダンサ－KARIN
さ ん の ダ ン ス
ショーなどのス
テージイベント
や屋台が楽しめ
ます。

問瑞穂市総合政策課　℡058-327-4128

岐阜市
北方町

笠松町

本巣市

瑞穂市

山県市

岐南町
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